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* 本稿は，2014年 5月 16日に早稲田大学で行われた日本方言研究会第 98回研究発表会で，岸江信介氏と共
に口頭発表したものに加筆修正を加えたものである。また，本稿は国立国語研究所基幹型共同研究プロジェ
クト「日本語変種とクレオールの形成過程」（プロジェクトリーダー：真田信治）の研究成果の一部である。














者の内訳は，老年層（60歳以上）男性 10，女性 16，計 26名・壮年層（30歳以上 59歳以下）男性 29，女性
44，計 73名・若年層（19歳以上 29歳以下）男性 27，女性 30，計 57名である。調査期間は，2012年 7月
～ 2013年 10月である。併用回答の場合は，順位を付けて回答してもらったが，本稿執筆に際しては，第 1
位回答のみを集計した。また，調査票の最初に「近所の親しい友人や家族との会話を想定してお答え下さい」






















の内訳は，老年層（60歳以上）男性 23，女性 28，計 51名・壮年層（30歳以上 59歳以下）男性 53，女性
83，計 136名・若年層（19歳以上 29歳以下）男性 52，女性 50，計 102名である。調査期間は 2012年 7月
～ 2013年 10月である。併用回答の場合は，順位を付けて回答してもらったが，本稿執筆に際しては，第 1
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表 1　各活用動詞の否定形式の世代差（大阪）













































































































6 2012年 2月～ 2014年 1月の 2年間で 1兆以上ある全ツイッターデータの中の日本国内約 1億 1千万件のデー
タ（全ての投稿の 0.3%：モバイル機器（携帯電話など）から投稿され，会話相手が明示されたもの）。なお，
「コヤン」は 15,431件。その地点を地図化したものである。詳細は，桐村・峪口・岸江（2014）参照。
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3.2 老年層の分布と流入状況
　ここでは図は省略するが，1979～ 82年に全国の老年層を調査した，国立国語研究所編（1991）『方
言文法全国地図』（GAJ）第 2集第 74図「見ない」を確認すると，奈良県や和歌山県，三重県と 
いった地域に「ミヤン」が分布していることがわかる。また，現在の老年層の使用実態は図 5「近
畿言語地図 7「見ない」（岸江 2014: 234）」で確認することができる（太枠内：ミヤン）。これらに
7 『近畿言語地図』［筆者注：方言通信調査］は，近畿地方の 2府 6県（京都府，大阪府，奈良県，兵庫県，滋賀県，
和歌山県，三重県，福井県（但し嶺南地方のみ））を対象とした言語地図で，調査方法は通信調査法による［筆
者注：留置法による調査も並行して実施（岸江 2014，注 1）］。調査期間は 2011年 7月 –2014年 2月，対象
とした回答者の条件は原則として，各地点生え抜きの 65歳以上の方（男女を問わず）であり，平成 25年 12
月 1日現在，回答者数は 756名である。現在までに調査票を近畿各地に約 1,200部を送付し約 65%を回収し
ている。（岸江 2014: 231）
図 4　ツイッター地図「コヤン」







図 5　近畿言語地図「見ない」（岸江 2014: 234 図 4）（※太線は筆者加筆）
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のであるが，その流入状況は，若年層から若年層であるようだ。





図 6　近畿言語地図「来ない」（岸江 2014: 236 図 5）（※太枠は筆者加筆）









このことを裏付ける資料として，表 2「「来ない」（太田 2013: 66 表 2より）」の「紀伊半島沿岸グロッ
トグラム」を確認したい。なお，調査は 2003年である。
表 2　「来ない」（太田 2013: 66 表 2より）（※表中の太枠は筆者加筆）
　この表から，三重県磯部町の 10–20代に「コヤン」が 1地点 2名のみ，確認できるのであるが，
この地点や周辺の 60代以上には「キヤセン」「キヤシェン」「キヤヘン」や「コン」が存在する。













































































3拍語 順 若年層 % 3拍語 順 若年層 %
食べない
（大阪）
1 タベヘン 73.7 飽きない 1 アキヒン 57.4
2 クワン 8.8 （奈良） 2 アキヘン 27.2
3 タベン 7.0 3 アキン 9.9
4 クワヘン 5.3 4 アキナイ 4.0
5 タベヤン 3.5 アキヤン 0.0
起きない
（奈良）
1 オキヒン 53.5 借りない 1 カリヒン 43.0
2 オキヘン 26.7 （奈良） 2 カリヘン 24.0
3 オキン 10.9 3 カリン 14.0
4 オキナイ 5.9 4 カリヤン 12.0









否定過去の形式として -ザッタ，-ナンダ，-ンカッタが分布し，-ザッタ > -ナンダ > -ンカッ
タの順で変遷したことが地理的分布のみならず，文献などからもたどることができる（大西
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図 7　近畿言語地図「行かなかった」（岸江 2014: 241 図 9）
表 6　否定過去形式（大阪・若年層・2拍）
順 一段「見なかった」 カ変「来なかった」 サ変「しなかった」 五段「行かなかった」
1 ミーヒンカッタ 45.6 コーヘンカッタ 32.1 セーヘンカッタ 40.4 イカンカッタ 72.7
2 ミンカッタ 26.3 コンカッタ 30.4 センカッタ 31.6 イカヘンカッタ 14.5
3 ミヤンカッタ 19.3 ケーヘンカッタ 28.6 シヤンカッタ 19.3 イケヘンカッタ 12.7
4 メーヘンカッタ 0.0 コヤンカッタ 7.1 シーヒンカッタ 5.3 ―
























































相関から述べた。また，3.2で示した図 6「来ない」と 3.3で示した表 3「グロットグラムから見


















表 7　「見ない」の表現形式（真田・宮治・井上 1995: 96 図 10）





























































Usage of a New Negative Suffix –yan among the Young Generation of  
Kansai Speakers
TORITANI Yoshifumi
Tenri University / Project Collaborator, NINJAL [–2013.09]
Abstract
Two negative suffixes in central Kansai dialects, –n and –hen, recently exhibit similar usage, 
especially in the young age group. Results of a survey in Osaka and Nara show that young speakers 
prefer –yan, a new negative suffix found for such verb conjugation types as two-mora vowel verbs 
and irregular conjugation verbs. This paper reports the diffusion from Wakayama and Mie to 
Osaka and Nara through geolinguistic surveys and other relevant studies. The paper argues that 
motivations of the linguistic change from –hen to –n are internally determined by the loss of the 
semantic distinction between the suffixes, and externally determined by the re-organization of the 
negation system and the practicality of these suffixes. Other non-consonant, two-mora verbs have 
not demonstrated changes from –hen to –n directly. Instead a new suffix –miyan, as in miyahen 
(‘not’ see), was adopted in the process of change. This –miyan is not observed in standard Japanese. 
This hypothesis regarding the change of these negative suffixes is derived from the model of the 
linguistic change of a Japanese-based creole in Taiwan.
Key words: –yan, negative suffixes, geolinguistics, diffusion, re-organization
